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「家族社会学」の授業で受講生が「男女共同参画社会ってなあに？」 

パネル展を見学しました 

 

 平成 25 年 6 月 19 日に教育学部の森田美佐准教授の授業「家族社会学」では、受講学生

が「男女共同参画社会ってなあに？」パネル展を見学しました。このパネル展は、男女共

同参画推進室の主催で、高知大学朝倉キャンパス総合研究棟 1 階ディスプレイホールで開

催しました。こうち男女共同参画センターソーレの協力を得て、男女共同参画週間(6 月 23

日～6 月 29 日)に先駆けて 6 月の１か月間の実施となりました。 
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受講学生アンケート 

 

学生アンケートの結果からは、「よく理解できた」32％、「どちらかといえば理解できた」

59％と、9 割の学生がパネル展を通して男女共同参画についての理解を深めていることが明

らかになりました。 

        

「家族社会学」受講学生へのアンケート結果  総数 22 名(女子学生 17 名、男子学生 5 名)  

 
 

今後、男女共同参画推進室にどのような取組をしてほしいですか？ 

 

 

 

（人） 
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パネルの解説と学生の感想から 

～男女共同参画から何を学び考えるか？～ 

 

●終戦、そして男女共同参画の幕開け(1945～) 

「家族社会学」の授業で学生たちは、近代家族の

形成と終焉について勉強してきました。今回のパネ

ル展では、戦後 1945 年以降の高知・日本・世界にお

ける男女共同参画の進展が年表形式で示されており、

授業内容と連動してパネル見学が行われました。

1946 年にベアテ・シロタ・ゴードンという当時 22

歳の女性が男女平等を憲法に起草したことには、ゴ

ードンが自分たちとほぼ同じ歳の女性であることに

学生たちは驚いていました。 

 

 

●「婦人の 10 年」の始まり、高知の女性政策始動(1976～) 

「高知県でも、婦人担当設置など女性問

題の取組がなされてきたことを知りまし

た。終戦とともに、男女平等の理念が全国

に広がってきたということがわかりまし

た。また、女性差別の撤廃のために、様々

な女性の働きかけがあったということを

学ぶことができました」との感想がありました。1976 年からの 10 年間は「国連婦人の 10

年」とされ、この間に高知県で進展した男女共同参画の取組について、学生が理解を深め

ることができました。1983 年には高知市では婦人担当が設置されています。 

 

●女子差別撤廃条約批准から拠点施設形成へ(1985～) 

1985 年には、「女子差別撤廃条約」を

日本が批准します。日本政府は批准の条

件を、(1)国籍法を父系血統主義から父

母両系主義に改正、(2)家庭科の男女必

修、(3)「男女雇用機会均等法」の 3 点

としました。 

「1980 年代からの声ある強い女性た

ちの働きが社会を変える一歩になった

ということがわかった。やはりおかしい
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と思ったことは声をあげていかなければ社会の流れにのみこまれてしまうのだなと思っ

た」。この感想にあるように既存の社会制度に対して「おかしい」と感じることに声を挙げ

る人々がいることによって、世の中の仕組みや流れを変えていこうとする働きが男女共同

参画の進展に繋がったという認識を学生は得ていました。 

 

●北京会議からの大きな流れ、男女共同参画へ(1995～) 

男女共同参画社会基本法(1999 年

6 月施行)については、「女」「男」で

ある前にひとりの「人間」であるこ

とが、パネルでは解説されています。これについても、次のような感想がありました。「男

女関係なく家事、稼ぎをすることが私の理想です。このパネルでもあるように、女男であ

る前に人間ということだったので、みんなで協力してやっていくことが必要だと思った」。

ひとりの「人間」であることの大切さに気づいた学生は、それでは自分がこれからどのよ

うに生活し、働いていくのかについて考えを深めていました。 

 

●男女共同参画社会基本法 

また男女共

同参画社会と

は、「人権の尊

重」「社会制

度・慣行への配

慮」「政策立案

決定への参画」

「家庭生活に

おける活動と

他の活動との

両立」「国際的

な協調」である

ことがパネル

では説明され

ています。学生

からは、「自分もこれから社会に出て育児などの家事と仕事の両立をしっかりして充実した

生活を送りたいと思っています。そのためにも今よりさらに効率的な働き方ができる世の

中になってほしいと願っています」という感想がありました。学生にとっては、卒業後社

会に出てから自分がどのように家事や仕事をしていくのかをイメージすると同時に、社会

や世の中のあり方がどのようになることが望ましいかについて考えるために有意義な機会
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となりました。 

 

●扉を開けた女たち 

土佐は自由民権発祥の地といわれて、明治初期から新

しい女性観を求めて活動がなされてきました。特に「民

権ばあさん」の名で知られる楠瀬喜多については、学生

たちもパネル上に知っている名前として見つけていまし

た。自由民権運動の中で楠瀬喜多の主張が「婦人参政権

の発祥」へと繋がったことから、土佐という土地に根付

いた男女共同参画を把握することができました。「活躍し

た女性のことも書かれており、私も同じ女性としてがん

ばりたいと思った」とあり、土佐で多くの女性たちが女

性の地位のために活躍したことは今日の女性を勇気づけ

ていることが確認できました。 

 

（文責・男女共同参画推進室 特任助教 小島 優子） 

（パネル作成：こうち男女共同参画社会づくり財団） 

 


